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株
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広
報
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●
毎
月
1日
・
16日

発
行

歴
史
散
歩

●
市
財
政
収
入
の
一
部
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
表
紙
に
広
告
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
津
市
が
保
証
し
て

　
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文・写真

▲

教委生涯学習課

太鼓門

御廟唐門と透塀
ご　びょう から　もん 　　　 すき　べい

至
伊
勢
鉄
道
東
一
身
田
駅

　
近
鉄
高
田
本
山
駅

至
伊
勢
鉄
道
東
一
身
田
駅

　
近
鉄
高
田
本
山
駅

至
国
道
23
号

一身田
出張所

一身田
寺内町
の館

一身田
寺内町
の館

専修寺
如来堂

すでに重要文化財に指定
されている建造物
今回指定される建造物

御影堂

太鼓門

鐘楼茶所

大玄関

対面所
賜春館

山門唐門
通天橋

高田学苑

至亀山

JR一身田駅

一身田小学校

毛無川

至津

文

文 N

御廟拝堂
御廟唐門・透塀

55

85

専
修
寺
の
建
造
物

新
た
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に

　

歴
史
的
な
町
並

み
が
残
さ
れ
て
い

る
一
身
田
寺
内
町

の
中
心
に
は
、
専

修
寺
の
諸
堂
が
ひ

と
き
わ
高
く
甍
を

並
べ
て
い
ま
す
。

特
に
如
来
堂
と
御

影
堂
は
い
ず
れ
も

高
さ
25
ｍ
を
超
え

る
国
内
有
数
の
木

造
建
築
で
、
そ
れ

ぞ
れ
昭
和
36
年
に

国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
る
専
修
寺
に
は
、
こ
の
ほ

か
県
指
定
や
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
複
数
の
建

造
物
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
５
月
に
国
が
開
催
し
た
文

化
審
議
会
で
、
11
棟
の
建
造
物
を
一
括
し
て
重
要
文
化

財
に
指
定
す
る
こ
と
が
適
当
と
す
る
答
申
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
答
申
の
と
お
り
指
定
さ
れ
る
と
、

境
内
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
造
物
は
如

来
堂
・
御
影
堂
と
合
わ
せ
て
13
棟
に
な
り
ま
す
。
市
内

で
は
、
こ
の
他
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建

造
物
は
、
美
杉
町
太
郎
生
の
国
津
神
社
十
三
重
塔(

石

造
物)

が
あ
る
の
み
で
、
い
か
に
多
く
の
歴
史
的
建
造

物
が
専
修
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

今
回
の
答
申
で
は
、
県
指
定
文
化
財
で
あ
っ
た
唐

門
・
山
門
・
御
廟
拝
堂
・
御
廟
唐
門
と
、
市
指
定
文
化

財
で
あ
っ
た
鐘
楼
・
太
鼓
門
だ
け
で
な
く
、
文
化
財
と

し
て
は
未
指
定
と
な
っ
て
い
た
通
天
橋
・
茶
所
・
大
玄

関
・
対
面
所
・
賜
春
館
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

専
修
寺
の
現
在
の
伽
藍
は
、
正
保
２(

１
６
４
５)

年

の
大
火
に
よ
る
再
建
を
き
っ
か
け
に
順
次
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。
津
藩
か
ら
の
土
地
の
提
供
を
受
け
大
幅
に

寺
領
を
拡
大
し
た
上
で
、
寛
文
６(

１
６
６
６)

年
の
御

影
堂
落
成
か
ら
始
ま
り
、
現
在
ま
で
の
約
３
５
０
年
に

わ
た
り
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
指
定
さ
れ
る
11

棟
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
中
で
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期

に
か
け
て
建
立
さ
れ

た
も
の
で
、
専
修
寺

の
中
心
に
位
置
す
る

如
来
堂
・
御
影
堂
と

と
も
に
重
厚
な
歴
史

的
景
観
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
長
い

年
月
の
中
で
整
え
ら

れ
た
壮
大
な
伽
藍

は
、
指
定
に
当
た
っ

て
の
調
査
の
中
で
「
前
面
に
構
え
る
山
門
や
唐
門
の
ほ

か
、
殿
舎
や
鐘
楼
な
ど
、
い
ず
れ
も
規
模
雄
大
で
、
当

代
の
名
工
に
よ
る
高
い
技
量
も
発
揮
さ
れ
優
れ
た
意
匠

と
な
っ
て
い
る
」
点
な
ど
が
、
文
化
財
と
し
て
高
い
価

値
が
あ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
日
々
が
続
く
毎
日
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
多

数
の
歴
史
的
建
造
物
が
間
近
に
見
ら
れ
る
専
修
寺
と
、

そ
の
周
り
に
広
が
る
一
身
田
寺
内
町
の
町
並
み
を
、
こ

の
機
会
に
ゆ
っ
く
り
散
策
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

が　

ら
ん

い
ら
か

え
い　

ど
う

み


